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「電験三種に登場する三角関数の全貌をさぐる」 

電験三種の計算に不可欠なものは加減乗除で、次に三角関数（sin cos tan）

があり、毎年、賑わしています。では、どんなジャンルにどんなレベルで登場

しているのか探ってみることとします。 

三角関数の定義 

サイン sin（正弦） コサイン cos（余弦） タンジェント tan（正接） 

Ｓの字 Ｃの字 ｔの字 

sinＡ＝ＢＣ/ＡＢ（対辺/斜辺） cosＡ＝ＡＣ/ＡＢ（隣辺/斜辺） tanＡ＝ＢＣ/ＡＣ（対辺/隣辺） 

  ＝sinＡ/ cosＡ 

直角三角形の辺の比と三角関数 

区分 θ＝30° θ＝45° θ＝60° θ＝tan―１（4/3） 

辺の比 
√３：1:2 1:1: √２ 1: √３:2 

3:4:5 

①sinθ 1/2 
1/√２ √３/2 

4/5 

②cosθ 
√３/2 1/√２ 

1/2 3/5 

tanθ＝①/② 
1/√３ 

1 
√３ 

4/3 

☆角度は度［°］の時とラジアンの場合とがある。度数法 180°＝弧度法π［rad］ 

☆いろんな角度の三角関数の値の正負は、波形を描けば間違いなくわかる！！ 

青印はよく使うので慣れておきましょう！！ 

科目 出題分野 表すもの コメント 

理論 

 

ビオ・サバール

の法則 

ΔＨ＝ＩΔℓsinθ［A/ｍ］ 

4πｒ２ 

θ＝90°の場合が出題される

ので sinθ＝１ 

誘導起電力 ｅ＝Ｂℓｖsinθ［Ｖ］ θは磁界と運動の方向のなす角度 

電磁力 Ｆ＝ＢＩℓsinθ［Ｎ］ θは磁界と導体のなす角度 

電界・磁界の強

さとクーロン力 

sinθや cosθ ベクトル合成に登場 

交流の瞬時値 ｖ＝Ｖｍsinωｔ［Ｖ］ ｓinは正弦波形、ωは角周波

数［rad/ｓ］、ｔは時間［ｓ］ 

http://emath.s40.xrea.com/ydir/Wiki/index.php?plugin=attach&refer=%BB%B0%B3%D1%B4%D8%BF%F4%C9%BD&openfile=sincostan.png
http://emath.s40.xrea.com/ydir/Wiki/index.php?plugin=attach&refer=%BB%B0%B3%D1%B4%D8%BF%F4%C9%BD&openfile=sincostan.png
http://emath.s40.xrea.com/ydir/Wiki/index.php?plugin=attach&refer=%BB%B0%B3%D1%B4%D8%BF%F4%C9%BD&openfile=sincostan.png


交流の位相角 ｖ＝Ｖｍsin（ωｔ±θ） +は進み、-は遅れ 

ひずみ波交流 ｖ＝Ｖｍsin（ｎωｔ±θ） 第ｎ次調波の表現 

電力 Ｐ＝ＶＩcosθ［Ｗ］ 
三相は√３倍 

無効電力 Ｑ＝ＶＩsinθ［var］ 

力率 cosθ＝Ｒ/Ｚ 直列回路の場合 

三相交流の瞬時

値 

ｅａ＝Eｍsinωｔ 

ｅｂ=Eｍsin（ωｔ-２π/3） 

ｅc=Eｍsin(ωｔ-４π/３） 

abc各相の電圧 

二電力計法 Ｐ１＝VIcos（π/6－θ）

Ｐ２＝VIcos（π/6＋θ） 

三相電力＝Ｐ１＋Ｐ２ 

 

電力 電圧降下 
ｖ＝√３Ｉ（Rcosθ＋Ｘsinθ） 

三相３線式の電圧降下 

三相電力 
Ｐ＝

ＶｓＶｒ

Ｘ
sinδ［Ｗ］ 

δは相差角 

（機械科目にも使用） 

無効電力 
Ｑ＝Ｓsinθ＝Ｓ√１ − cos2θ 

ｓin２θ＋cos２θ＝１ 

を利用する 

支線に働く力 
Ｔ０＝

Ｔ

sinθ
［Ｎ］ 

Ｔ：水平張力［Ｎ］ 

θ：支線の取付角 

（法規科目にも使用） 

機械 変圧器の 

電圧変動率 

ε＝ｐ cosθ＋ｑ sinθ

［％］ 

ｐ：百分率抵抗降下 

ｑ：百分率リアクタンス降下 

ｃosθ：負荷力率（遅れ） 

立体角 

（照度計算） 

ω＝２π（１－cosθ） 

［ｓｒ］ 

θ：平面角（半角） 

水平面照度 Ｅｈ＝Ｉcosθ/ｒ２［ℓｘ］ θ：光源の鉛直角 

鉛直面照度 Ｅｖ＝Ｉsinθ/ｒ２［ℓｘ］ 

平均電圧（半波） 
Ｅｄ＝

√２

２π
Ｅ（１＋cosα） 

α：点弧角 

抵抗負荷の場合 

平均電圧（全波） 
Ｅｄ＝

√２

π
Ｅ（１＋cosα） 

法規 

 

コンデンサ容量 

（電力一定） 

Ｑｃ＝Ｐ（tanθ１－tanθ２） 
tanθ＝√１ − cos2θ/cosθ 

を使用する 

 

コンデンサ容量 

（電力増加） 

Ｑｃ＝Ｐ１tanθ１ 

－（Ｐ１＋Ｐ２）tanθ２ 

最後に一句   「関数も 使えば楽し サクサクと」            

 


